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論 文 内 容 の 要 旨

本論文 『サ ッフォー ・詩 と生涯』は、紀元前六世紀のレスボス島出身のギ リシアの女流詩人サ ッ

フォーの作品の翻訳、その註解、・ほとんどが闇に包まれているその伝記的側面の探求 と記述、 ヨー

ロッパ文学におけるサ ッフォー伝説の跡づけ、作品の成立過程 と研究史、作品論、わが国における

サッフォー受容に関する比較文学的考察などを通 じて、詩人サッフォーの全体像を描 き出そ うとす

る試みである。

わが国における西洋古典学研究は、戦前の揺藍期を脱 して戦後にわかに活発とな り、 目覚ましい

進歩を示 しているかに思われる。文学の分野においても、ギリシア悲劇研究やホメーロス、今一シ

オ ドス研究などにおいて、きわめて学問的水準の高い、注 目すべき研究の成果が生れつつある。そ

の中にあって、ギリシア仔情詩研究の分野が最も遅れており、また等閑に付されているという事実

炉ある。これはひとつには、古代ギ リシア仔情詩は、作品の大半が散侠 した り灌滅 した りしてお り、

テクス トの復元や解読に関 して、研究上特別な困難を伴 う、という事情も作用しているものと思わ

れる。

古代仔情詩詩人 としては随一の存在であ り、「十番 目の詩女神」 と呼ぽれ、ホメーロスに匹敵す

るとさえ見なされていたサ ッフォーに関しても事情は同様であって、これまでのところ若干の作品
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の翻訳があるほか、研究論文の類いもほとんどないとい う状態にあった。本論文の執筆者は、古代

ギ リシア仔情詩を主要な研究対象としているが、その中でも最も重要な詩人であるサッフォーをと

りあげ、さまざまな角度から研究 してきた。その結果をまとめ、欧米の先学諸家の研究を吸収消化

した上で、論者自身の解釈、見解を盛 り込んで、詩人としてのサ ッフォーの全体像を描き出す こと

につとめた。

論 文 の 構 成

本 論文 は 、 大 別 して 二 つ の部 分す な わ ち 第 一 部 「サ ッ フ ォ ー詩 集 」、 第 二 部 「サ ッフ ォー の生 涯

と作 品」 とか ら成 る。 全 体 の 構 成 、 章 立 て は 、 左 に 掲 げ る 目次 の 通 りで あ る。

「サ ヅフ ォー詩 集 」 は 、rギ リシ ア詞 華 集 』 所 収 の詩 人 た ちに よる サ ッ フ ォ ーへ の頒 詩 十 篇 を 含

む。

目 次

ま えが きiv

サ ッフ ォー詩 集5

サ ッフ ォー頒 『ギ リシ ア詞 華 集 』 よ り

テ グス ト ・出典 ・略 註 ・略 解119

サ ッフ ォー の生 涯 と作 品189

参 考 文 献467

103

第 一 部 「サ ッ フ ォー 詩 集 」

古 代 ギ リシ ア の仔 情 詩 は 、 ピ ンダ ロス の4大 祝 勝 歌 や ヘ レニズ ム 時 代 の詩 人 テ オ ク リ トス の 田 園

詩 が ほ ぼ 完全 な形 で残 って い る例 を 除 け ぽ 、 そ の 殆 どが 散 侠 涯 滅 し、 古 代 作家 の 引用 や エ ジプ トか

ら出土 した パ ピル ス に記 され た もの が 、 断 片 と して 伝 え られ て い るに す ぎな い。 紀 元 前 六 世 紀 の レ

ス ボ ス 島 出身 の女 流 詩 人 サ ッフ ォーの 作 品 もそ の 例 外 で は な く、 全部 で九 巻 あ った と伝 え られ る詩

作 品 の うち、 完 全 な形 で 残 って い る もの は ハ リカル ナ ッ ソス の デ ィオ ニ ュー シオ ス の引 用 に よっ て

伝 え られ た 「ア フ ロデ ィー テ ー祷 歌 」(本 書 作 品 番号 五 番)一 篇 にす ぎず 、 他 は す べ て 断 片 で あ る。

現在 われ われ の手 に し得 るサ ッ フ ォー詩 作 品 の テ クス トは 、2つ の 系 統 か ら発 して い る。 そ の ひ と

つ は専 ら古代 の詩 人 や 作 家 、 文 法 学 者 な どの 引 用 した サ ッフ ォーの詩 句 を 、18世 紀 の ドイ ツ古 典 学

者 ヴ ォル フを は じめ とす る近 代 の学 者 た ちが 、 蒐 集 編 纂 した もの で あ る。 他 は19世 紀 末 に エ ジ プ ト

の オ ク シ ュ リソ コス で 出土 した 「オ クシ ュ リン コス ・パ ピル ス 」 に 記 され て い た 断 片 で あ る。 イ ギ

リス の古 典 学 者 エ ドモ ンズ に 始 ま る古 典 学 者 た ち が 、 「オ ク シ ュ リン コス ・パ ピル ス」 に記 され て

い た 断片 を解 読 復 元 し、 古 代 作 家 の引 用 に よ る断 片 と合 せ て 一 体 と した の が 、 現在 われ わ れ の接 す

るサ ッフ ォー の作 品 で あ る。 従 って、 現 存 す るサ ッフ ォーの 作 品 は 、 そ の テ クス トの校 訂 者 に よっ
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て読みや復元の度合いが異な り、作品解釈の上でも、これを翻訳する上でもさまざまな問題が生ず

る。

本論文におけるサッフォーの作品翻訳に当たっては、下記の十種のテクス トを用いて、それらを

批判的に扱い、校合比較 した上で、・各テクス トの中から最も妥当と思われる読みを採 って訳出した。

1

り
乙

3

4

民
U

R
U

7

8

9

10

E.一M.Voigt,SapphoetAlcaeus,Fragmenta,Atheneum-PolakandvanGennep,

Amsterdam,1971(V)

E.LobeletD.Page,PoetarumLesbiorumFragmenta,Oxford,1968(LP)

M.Treu,SapphoLieder,ErnstHeimeranVerlag,Munehen,1968(T)

D.Page,SapphoandAlcaeus;Oxford,1965(P)

Th.ReinachetA.Puech,Alcee-Sapho,Coll.Bude,1966(R)

E.Lobel,SapphousMele,Oxford,1925(L)

D.Campbell,GreekLyricI,LoebClassicalLibrary,Harvard,1982(C)

C.Gallavotti,SaffoeAlceo,TestimoniazioneeFrammenti,LibreriaScientificaEditrice,

Napoli,(Dateunknown)(G)

S.Kakisi,TaPoiemata,Kerdos,Athene,1979(K)

J.M.Edmonds,LyraGraeca,LoebClassicalLibrary,Harvard,1963(E)

サ ッ フ ォ ー 作 の114番 、115番 ・の2篇 は 左 の テ ク ス トか ら 訳 出 し た 。W.R.Paton,The

GreekAnthology,LoebClassicalLibrary,Harvard,1962

現 在 わ れ わ れ の 手 に し得 るサ ッフ ォー の テ クス トと して は最 良 の もの で あ り、 学 問 的 な 水 準 か ら

見 て最 も厳 密 な 校 訂 が な され て い るE・M・ フ ォイ ク トに よ1るテ クス トに は 、全 部 で213の 断 片 を

収 め て い るが 、 こ こで は 原 テ クス ト(パ ピル ス)の 破 損 が ひ ど く解 読 、訳 出が 不 可 能 な もの 、 単 語

程 度 しか 残 って お らず 、訳 出 して も意 味 を な さな い もの を 除 い て 、i13篇 を 訳 出 し、 他 にrギ リシ

ア詞 華 集 』 に 収 め る伝 サ ッフ ォー作 の2篇(作 品番 号114番 、115番)を 加 えて 「サ ッフ ォ1一詩 集」

と した 。 合 せ て、 これ も 『ギ リシア詞 華 集 』 に 収 め るサ ッ フ ォーを 歌 った エ ピグ ラ ム十 編 を 「サ ッ

フ ォー頒 」 と して 添 え た 。

「サ ッフ ォー詩 集 」 に お け る作 品 の配 列 の仕 方 は 、沓 掛 独 自の考 え に よる もの で あ って 、先 に掲

げ た テ クス トの編 者 た ち の そ れ に は従 っ ては い な い 。

こ の 「サ ッフ ォー詩 集 」 に は 、 「テ クス ト・出 典 ・略註 ・略 解 」 を付 した 。 テ クス トは訳 詩 の ひ

とつ ひ とつ が 、 どの テ クス トの読 み に した が って な され た か を示 す 。.「出典 」 で は それ ぞ れ の 作 品

(断片)が ど の よ うな 古 代 作 家 に よ って いか な る形 で伝 え られ た もの か、 あ るい は どの パ ピル ス か

ら起 こ され た もの か に つ い て 略記 す る。

さ らに 右 の 「略 註 ・略 解 」 で は 、訳 出 したサ ッフ ォーの作 品 ひ とつ ひ とつ に つ い て 、 テ クス トの
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解読や読みの問題、テクス ト復元に関する文献学的な問題を指摘する。あわせて主要な作品之つい

ては、その詩形、韻律などの問題にも触れ、それぞれの作品(断 片)が 、従来先学諸家によってど

のように解釈されてきたかとい うことを述べてそれらを紹介し、また時に批判を加えて訳者自身の

解釈をも示 した。テクス トのほとんどが著しく破損した り、不完全な断片であるサ ッフォーの作品

のような場合には、詩の翻訳は、テクス トの復元解読の作業、テクス ト批判の作業を踏んでおこな

われる。従って翻訳自体がすでに作品解釈だと言えるが、ここではそれに註解を付 して、作品の内

容や特質を一層明らかにしようと試みた。 この部分は、従来のサッフォー研究の成果を踏まえた、

個々の作品解題であると同時に、本論文の執筆者による独自の作品解釈をも含んでお り、本論全体

としてはかな り大ぎな比重を占めるものである。

第二部 サ ッフ ォーの生涯 と作品

第二部は、サ ジフォーの伝記的事実の探求、作品が生れる背景となったレスボスの社会における

女性たちの生き方、いわゆる 「サ ッフォー問題」の解明、サ ッフォー伝説の発展の過程の追跡 と分

析、作品の成立とその享受、受容のされ方、歴史の中における作品の運命などを扱い、また 「美 と

エロ」スの園」と題する章で、サ ッフォーの詩的世界の特質を明らかにする。さらにはサッフォー

の作品を翻訳する上での諸問題を検討 し、最後に付論とい う形で、わが国におけるサッフォー受容

に関する、比較文学的考察をおこな う。その内容は左記のような章立てとなっている5

第 一 章 伝説の中に生きる詩人
ム 　 サ

第 二 章 詩女神の島レスボス

第 三 章 時代背景 と環境.

第 四 章 出自 ・家庭環境 ・詩人の容姿など
ム 　 サ

第 五 章 「詩 女 神 の 侍 女 た ちの 館 」 サ ッフ ォー と少女 た ち

第 六 章 「サ ッフ ォー問 題 」 あ るい は 「レス ビア ニス ム」

第 』七 章 悲 恋 伝 説 レ ウカ スの 巖 よ,りの投 身?

第 八 章 サ ッ フ ォー とア ル カ イ オ ス

第 九 章 文 学 の 中 に生 きる サ ッ フ ォー

第 十 章 作 品 の運 命 テ クス トの成 立 、・厘 滅 、 復 活 の 経 緯 な ど

第 十 一 章 美 とエ ロー ス の苑 サ ッフ 遜一 の詩 的 世 界

第 十 二 章 伝 え得 ぬ もの サ ッフ ォー の詩 の翻 訳 に つ い て

付

わ が 国 に お け る サ ッフ ォー 上 田 敏 、 日夏 敢 之 介 、 呉 茂 一 の 訳業 に つ い て
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第二部各章内容要約。

以下、本論文の第二部で述べ、また論 じたところを、各章ごとにその内容を要約 して示す。

第一章 伝説の中 に生 きる詩人

本章は第二部の総論にあた り、サ ッフォーの伝記的記述をおこな うことの困難さを説 き、論者が

その方面において、いかなる心構えによってそれを試みようとするか、とい うことを述べる。

元前六世紀の レスボスの女流詩人サッフォーは、同時代の朋輩の詩人アルカイオスによって、在

世中に早 くも女神に擬せられ、プラ トーンによっても 「十番目の詩女神」 と呼ぼれて称えられたほ

どその詩名は高かった。それにもかかわらず、この名高い女流詩人の生涯に関しては、あま りにわ

ずかなことしか知られてはいない。ス トラボーンが 「驚嘆すべきもの」と呼んだ詩人サ ッフォーは、

在世中から20世紀に至るまで、絶えず身辺に伝説を生み出し続けてぎた特異な存在であ り、 まさに

「伝説の中に生きる詩人」であった。それゆえこの詩人の伝記的側面を探 り、2600年 近い昔に生き

た一女性の姿を㍉正確に描き出そ うとするならぽ、まず幾重も積み重ねられてきた神話や伝説を引

き剥がすことから始めねばならない。その上で、伝説の中から虚像と実像とを騎分けし、その作業

を通 じて詩人の姿を浮かび上 らせねばならない。これはきわめて困難な仕事である。

本研究では、欧米の先学諸家によるサッフォー研究の成果を踏まえた上で、また論老 自身のサ ッ

フォーの作品解釈を通 じて、「伝説の中に生きる詩人」サッフォーの実像を探 り、ひとつのサ ッフ

ォー像を描いてみたい。

ム 　 サ

第 二 章 詩 女 神 の 島 レ ス ボ ス

本 章 で はサ ッフ ォーの 詩 を は ぐ くん だ 、 レス ボ ス 島 の気 風 、 そ こに 栄 え た アイ オ リス文 化 の特 異

な点 につ い て述 べ る。

サ ッフ ォーは レスボ ス 島 の ミュテ ィ レー ネ ー に生 れ 、 そ の全 生 涯 を この 島 で 送 った詩 人 で あ る。

この こ とは 詩 人 サ ッフ ォーに つ い て語 る 時 、 きわ め て大 き な意 義 を も って い る。 ギ リシ ア拝 情 詩 の

揺 藍 の地 で あ る こ の島 は 、 豪 奢 と華 麗 とを も って 鳴 っ た リュー デ ィア文 明の 影 響 下 に あ り、 アイ オ

リス人 の文 化 の 中心 地 と して 、きわ め て オ リエ ン ト的 色 彩 の濃 厚 な 文 化 が 栄 え て い た 。こ の地 には 、

ギ リシア の文 化 と して は 異 例 な ほ ど豊 か な官 能 性 と豪 奢 華 麗 を喜 ぶ 気 風 が 醸 成 され て い た。 この よ

うな レス ボ ス の気 風 が 、 サ ッフ ォーめ詩 を 生 み 、 これ を は ぐ くんだ の であ った 。 また この 島 は風 光

明媚 で女 性 た ち の美 しさに よ って も名 高 か った 。 サ ッ フ ォー が 自然 の美 に鋭 敏 に感 応 し、 少 女 た ち

の美 しさ を称 え る作 品 を 生 んだ の も、 この よ うな風 土気 風 が 背景 とな った も の と思 わ れ る。

第三章 時代背景 と環境

本章では、サッフォーが詩的活動を展開した前6世 紀の レスボスの政治的、文化的状況を描 く。
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同 時代 に レス ボ ス に生 き、 政 治 的 抗 争 の渦 中 に身 を 投 じた 詩人 アル カ イ オ スほ どで は な い とは い

え 、 サ ッフ ォー の生 涯 に も、 当 時 の ミュテ ィ レー ネ ー の政 治 状 況 や社 会 情 勢 は 大 き く影 響 し、 それ

は彼 女 の詩 に も反 映 して い る。 この詩 人 が生 きた 当 時 の レス ボ ス の主 都 ミュテ ィ レーネ ーは政 争 と ・

内 紛 に 明 け暮 れ てお り、 サ ッフ ォー もそれ に巻 き込 まれ て 、2度 にわ た る シケ リア流 諦 の 憂 き 目を

見 た。

詩 人 サ ッフ ォー の形 成 とそ の詩 的 活動 を考 え る上 で重 要 な の は 、 レス ボ ス の文 化 的 環 境 で あ る。

レス ボ ス に お い ては 、 女 性 の 社 会 的 地 位 が極 度 に低 か った ギ リシ ア本 土 や イ オ ー ニ ア地 方 とは 異 な

り、女 性 た ち は教 養 を積 み 活 発 な 文 化 活動 を繰 り広 げ て、 一 種 の カ ウ ンタ ー ・カ ル チ ャーを 形 成 し

て い た 。 そ の 特 殊 な状 況 こ そ が 、 「女 人 の世 界 」 で あ る サ ッ フ ォー の詩 を は ぐ くん だ 母 胎 とな った

の で あ る。

第 四章 出 自 ・家庭環境 ・詩人の容姿 な ど

本章では、TESTIMONIAと よびならわ されている古人のサ ッフォーへの言及、オクシュリン

コス出土のパピルスなどから、サ ッフォーの伝記的事実を割 りだそ うとの試みである。

古代においては、サッフォーについてい くつかの書物が書かれたらしいが、それ らは書名のみ伝

わってお り、すべて散侠浬滅 した。それゆえ、この詩人についての確実な資料がほとんどなく、そ

の伝記的側面を再現 し、記述することははなはだ困難である。サッフォーにまつわる伝説を出来る

かぎり排除し、その伝記的な側面を輪郭なりとも探るためには、オクシュリンコス出土の伝記的記

述を含むパピルスをはじめ、大理石に刻まれた 「パロス島年代記」、TESTIMONIAに 見 られる、

この詩への古人の言及を綿密に検討 してそこから伝記的事実を組み立て、それにサ ッフォー自身の

作品から自伝的要素を抽出して、その身辺に関する状況を記述する他はない。ここでは、数少ない

資料を批判的に扱い、サッフォーの出自や、彼女を取 り巻いていた環境を描き出すことにつとめ、

また古来問題とされているサッフォー醜女説にも触れて、その検討を試みた。 ・

ム 　 サ

第五章 「詩女神 の侍女 たちの館」 サ ッフ ォー と少女 たち

本章では、サッフォーの詩を解 く上でのひとつの重要な鍵であ り、その作品解釈においても重要

な意味を担 っている、サッフォーと彼女を取 り巻 く少女たちとの関係を考察する。

「女人の世界」に生 きる詩人であ り、少女たちへの愛を歌って詩名の高かったサ ッフォーが、彼

女が 「ヘタイライ」(仲間たち)あ るいは 「パルテノイ」(処 女たち)「 コライ」(娘たち)と 呼んで

いる少女たちの集団を、その身辺に持っていたことは確実である。詩人とこの集団 との関係はいか

なるものであったのかとい う問題は、サッフォーの詩を解 く大きな鍵である。サッフォ㌣の詩の根

本的理解に関わるこの問題は、次章で論ずる 「サ ッフォー問題」とともに、今なおこの詩人を研究

する上での最も難 しい問題とされてお り、前世紀末以来、この問題の実相を見極めようと して、学

者たちがかまびす しく論争を繰 り広げてきた。
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こ こでは 、この 問題 をめ ぐって これ まで 展 開 され て きた先 学 諸 家 の諸 説 を 取 り上 げ て 検 討批 判 し、

こ とに も有 力 な 説 で あ った サ ッフ ォー 「テ ィア ソス(宗 教 結 社)主 催 者」 説 を否 定 し、 こ の詩 人 を

コ ロデ ィ ダス カ ロス(コ ロス の長)と 規 定 したC・ カ ラ ムの 所説 を延 長 して考 え、 そ れ を修 正 した

と ころ に こそ 、 両 者 の 関 係 が 正 し「く と らえ られ る視 点 が 生 れ る、 との論 者 自身 の見 解 を提 示 す る。

第六章 「サ ッフ ォー 問題」 あるいは 「レスビアニ スム」

本章では、サ ッフォー研究老の間で 「サ ッフォー問題」と呼ばれている、サッフォーにおける同

性愛の問題を扱い、その実態がいかなるものであったかとい うことを、作品に即 してできるかぎ り

客観的にその解明を試みる。

「サ ッフィスム」などとも言われ、詩人サ ッフォーの名と分かちがたく結びついている同性愛の

問題はサ ッフォー研究者の間では 「サ ッフォー問題」Sapphofrageと 呼ぼれてお り、今世紀初頭

以来さまざまな解釈がおこなわれてお り諸説紛々の状態である。サッフ牙一の作品の本質とも関わ

るこのデリケートな問題に関 しては、未だにその真相、実態を明らかにした定説はない。この問題

はきわめて陰微であ り、 これを論ずる者は、おのずと主観に染めあげられるか らである。

ここではまず古代ギ リシアにおける同性愛一般に関する観念に触れた後、先学の代表的な見解を

いくつか整理検討し、詩人の作品 とも照らし合せて、サ ッフォーにおける同性愛の存在を肯定 しつ

つも、それが性愛 というよりは、む しろ詩人と少女たちとの精神的な結びつきを主 とした関係だっ

たろうと推定する自説を述べる。

第 七 章 悲 恋 伝 説 レ ウ カ ス の 巖 よ りの 投 身7

「伝説 の 中 に生 きる詩 人 」 であ るサ ッフ ォーは 、 す で に在 世 中 か らさ ま ざ ま な伝 説 に つ つ まれ て

い た 存 在 で あ り、 この サ ッ フ ォー伝 説 は 、 彼 女 を 女 神 に擬 した、 同時 代 の レス ボ ス の詩 人 アル カイ

オ スに よ って早 く も生 み だ され て い る。 こ の詩 人 に まつ わ る最大 の伝 説 は、 美 青 年 フ ァオ ー ソへ の

悲 恋 と、 そ れ ゆ え の レ ウ カス の巖 か らの 投 身 伝説 で あ る。 古 くは オ ウイ デ ィ ウスに よ って 歌 わ れ 、

近 代 で は ボ ー ドレー ル の 「レス ボ ス」 に よ って歌 わ れ る こ とに よ って名 高 い こ の悲 恋 投 身 伝 説 は 、

サ ッフ ォ ーの伝 記 的記 述 の 中 に深 く食 い込 ん で お り、も はや 引 き剥 が す こ と さえ 困 難 に な って い る。

本 章 で は 、ア ッテ ィカ 中 ・新 喜 劇 に 始 ま る もの と見 られ る この伝 説 を、そ の 発 生 の 時 点 か ら探 り、

こ とに も この伝 説 形 成 の上 で決 定 的 に 大 きな 役 割 を 演 じた 、 オ ウ ィデ ィ ウス の書 簡 体 の 詩 「サ ッフ

ォーか ら フ ァオ ー ソへ の手 紙 」 に焦 点 を 当 て る。 そ して この 作 品 を綿 密 に分 析 した 上 で 、 詩 人 自身

の作 品 と照 ら し合せ て 、 「女 人 の世 界 」 を詩 の領 域 とす るサ ッフ ォ ー に と って 、 美青 年 へ の悲 恋 と

それ ゆ えの レウ カス か らの投 身が 、全 くの文 学 的 虚 構 に す ぎな い こ とを 明 らか に した 。

第 八 章 サ ッフ ォ ー と ア ル カ イ オ.ス

サ ッフ ォー と アル カイ オ ス は、 詩 神 の 島 レス ボ ス の生 ん だ アイ オ リス文 化 の二 つ の精 華 で あ る。
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同時代に同郷の詩人 として活躍 したこの両詩人の間には、なんらかの密接な関係があった ものと想

像されるが、それを証拠立てる資料が存在 しないため、具体的なことは分らず、憶測するほかはな

い。両者は詩人 としての資質も異な り、政治詩や飲酒詩を本領 とするアルカイオスと、恋に生きる

ことを身上 とするサッフォーとは、詩的活動に限って言えぽ、相交わるところは薄かったものと推

定される。ここでは、両者の関係を暗示 していると見られる唯一の作品である、「アルカイオスと

サ ッフォーの対話」を取 り上げ、その考察を通 じて、両者の関係についてのひとつの仮説を提示 し

た。すなわち、両詩人は相識の仲であ り、アルカイオスにはサ ッフォーに対する畏敬の念 と、彼女

を鍛仰する心があったが、サ ッフォーのアルカイオスに対する態度は冷淡なものであった、との見

解を示した。

第 九 章 文 学 の 中 に 生 き る サ ッ フ ォー

本 章 は 古代 か ら現 代 に至 る ま での 、 ヨ ー ロ ッパ文 学 に お け る サ ッフ ォー伝 説 の概 観 を お こな う。

詩 人 サ ッフ ォー は、 古 代 ギ リシ アか ら今 世 紀 に い た る まで 、常 にそ の身 辺 に 神話 や伝 説 を生 み 出 し

続 け て きた。 そ して、 そ のサ ッフ ォー伝 説 に 最大 の 関 心 を寄 せ 、 み ず か ら伝 説 を 生 み 出 して き た の

も また詩 人 た ち で あ った 。 従 っ て 「伝 説 の 中 に 生 き る詩 人 」 サ ッ フ ォー とは 、 そ の実 「文 学 の 中 に

生 き る詩 人」 とほ とん ど 同義 で あ る。 こ こで は 、 古 代 ギ リシア 以来 、 ヨー ロ ヅパ の著 名 な詩 人 や 作

家 た ちが 、 か の レス ボ ス の詩 人 を どの よ うに 描 き、 い か な るサ ッフ ォー像 を 作 りあ げ て きた か 、 と

い うこ とを 概 観 し、 サ ッ フ ォー伝 説 の発 生 、 形 成 の過 程 と、 そ の後 の発 展 を 、 具 体 的 に 作 品 に即 し

て 跡 づ け る。

まず は 同 時 代 人 ア ル カ イ オ ス の詩 に見 られ るサ ッフ ォ1一擬 神 化 か ら説 き始 め、ア ッテ ィカ新 喜 劇 、

『ギ リシア詞 華 集』、 ラテ ン詩 文 学 に お け るサ ッフ ォー像 を 探 る。 さ ら に ル ネ サ ンス 以降 の ヨ ー ロ

ッパ 文 学(イ タ リア、 ス ペ イ ソ、 フ ラ ソス、 イ ギ リス、 ドイ ツ、 ロ シア の文 学)に お い て 、 どの よ

うなサ ッフ ォー像 が 、詩 人 や 作 家 た ちの 手 で 生 み 出 され て きた か を、作 品 の 要 点 を紹 介 しつ つ 眺 め 、

ヨー ロ ッパ 文 学 に お け る サ ッ フ ォー伝 説 の変 遷 を 通 観 す る。

第十章 作 品の運命 テクス トの成立、埋滅、復活の経緯など

サ ッ フ ォーの 作 品 は 、 多 くは 散侠 浬 滅 した古 代 詩 人 の作 品 の 中 で も、 きわ め て特 異 な 経 緯 を へ て

現 代 に伝 え られ た 、 とい うよ りは奇 跡 的 な形 でそ の一 部 分 が 蘇 った もの で あ る。

本 章 では 、 文 字 使 用 に よ って 、作 者 自身 が書 い た と思 わ れ るサ ッフ ォーの作 品 集 が 、 どの よ うに

して成 立 した の か とい う作 品 成 立 の過 程 を まず 推 定 す る。 次 い で ～ ア レクサン ドリア時 代 の2大 文

献 学 者 ア リス トフ ァネ ース な らび に ア リス タ ル コス に よ って 、 そ れ ぞれ 別 の九 巻 の作 品 集 と して ま

とめ られ た こ とを 述 べ 、 そ の 編 纂 の 方法 等 に触 れ る。 そ して 、 そ の 後 ビザ ソ ツ時 代 に 、 教 会 の 敵 視

に よ って サ ッ フ ォー の作 品 が2度 に わ た る焚 書 に遭 い 、 ほぼ 完 全 に 浬滅 した経 緯 を説 く。 か く して

一 度 は完 全 に失 わ れ た サ
ッフ ォーの 作 品 が 、 ル ネ サ ンス に入 っ てか ら、 古典 再発 見 と とも に ご く小
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部 分 がか す か に復 活 した経 緯 に触 れ る。 そ の後 、18世 紀 の ドイ ヅの古 典 学 者C・ ヴ ォル フ に始 ま る

近 代 の文 献 学 者 た ちの 必死 の 断片 蒐 集 の努 力 と、 前 世 紀 末 に お け るオ ク シ ュ リソ コス ・パ ピル スの

出土 に よって 、 か の レス ボ ス の詩 人 の作 品 が 、 全 体 か らみ れ ぽ ご く一 部 では あ るが 再 び 蘇 り、 そ れ

に ょっ てサ ッフ ォーの詩 の世 界 を窺 うこ とが で き る よ うに な った こ とを述 べ る。 併 せ て、 これ ら近

代 の古 典 文 献 者 牟 ち の手 に な る、 代 表 的 なサ ッフ ォーの テ クス トを、 文 献 学 的 な 見 地 か ら批 評 す る

こ とを お こな った 。

第 十 一 章 美 と エ ロー ス の 苑 サ ッフ ォ ー の 詩 的 世 界

本 章 は 論者 に よ るサ ッ フ ォー の作 品 論 であ り、 この詩 人 の作 品が 何 を テ ー マ と し、 どの よ うな詩

的 特 質 を 持 って い るのか とい うこ と を、 全 体 的 に 論 じた もの で あ る。

ボ ー ドレール に よ って 「恋 す る女 に して詩 人 」 と呼 ぼれ 、 リル ケ に よって 「愛 の化 身 」 と され た

サ ッフ ォーは 、 エ ロー ス に愚 か れ た 存 在 で あ り、 エ ロ ース の領 域 で あ る恋 こそ が 、 彼 女 の 詩 の 最 大

の テ ーマ で あ り、 そ の 中枢 を な す もの で あ った。「女 人 の世 界 」に生 き、愛 の 女 神 ア フ ロデ ィーテ ー

を 斎 き まつ るサ ッフ ォー に とっ て恋 こそ が す べ て で あ りく 彼 女 の詩 の大 半 は 、 同性 で あ る少 女 た ち

へ の 激 しい恋 情 に沸 き立 って い る。 サ ッフ ォーは 恋愛 詩 の み な らず 、 祝 婚 歌 や 神 話 伝 説 を テ ーマ と

した 作 品 も残 して い る が、 詩 人 と して の 本 領 は恋 の詩 に あ り、 白眉 、 絶 唱 と見 な され て い る代表 的

な作 品 は す べ て恋 の詩 で あ る。

サ ッフ ォー に と って 、 恋 と は何 よ りも まずpassioす なわ ち激 情 で あ る と同 時 に 受 苦 と して と ら

え られ て い た。 恋 を そ の よ うな もの と して 体 験す る この詩 人 は、 そ の熱 烈 な 恋 愛 詩 に お い て 、恋 ゆ

えの 苦 悩 、 そ れ もペ トラル カ の言 うvoluptasdolendiを 歌 った の で あ る。 こ の よ うな 恋 の 詩 人 サ ッ

フ ォ ーは 、 そ の作 品 を恋 の苦 悩 を 癒 す 浄 化作 用 カ タル シス を求 め て 書 い た もの と思 わ れ る。 この激

情 を 歌 っ て も な お、 「み や び 」 を う しなわ ず 透 明 な詩 的 世 界 を 生 み 出 し得 た とこ ろ に、 詩 人 と して

の サ ッフ ォ ーの真 骨 丁 が 発 揮 され て い る。 彼 女 は また、 祝 婚 歌 にお い て もきわ め て 真 摯 な 情 感 を盛

りこん だ 、個 性 豊 か でみ や び な作 品 を 生 み だ して い る。 それ のみ か 、 サ ッフ ォーは 、 古 代 ギ リシア

の詩 人 と して は異 例 な ほ ど 自然 界 の 美 に 鋭 く反応 し、そ れ を 作 品 の 中 に 美 し く結 晶 させ て い る点 も、

強 調 す るに足 る詩 的特 質 で あ る。 い ず れ に せ よ、 サ ッ フ ォー の作 品 は す べ て 「み や び 」 の精 神 に 貫

か れ 、 完壁 な表 現 と相 侯 って、 そ れ が 彼 女 の 作 品 の詩 的価 値 を著 し く高 め 、 そ れ を 不 朽 の もの と し

てい るの で あ る。

第十二章 伝 え得 ぬ もの サ ッフ ォーの詩 の翻訳 について

本章はサ ッフォーの詩の翻訳論である。言語芸術であ り、言語表現そのものを生命とする詩一般

の翻訳にともな う困難な点をまず挙げ、その上で、ギ リシア仔情詩が本来旋律を ともなった歌謡で

あったとい うこともあ り、その性質上、極めて翻訳がむずかしいことを強調する。歌謡としての内

容の単純さに加えて、一切の装飾を排 し、簡浄の極みを尽 くした言語表現を とったギ リシア好情詩
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は、 翻 訳 に よっ てそ の持 味 を 再 現 す るの が 、 極 度 に 困 難 で あ る。 就 中 サ ッ フ ォー の詩 こそ は 、 ま さ

に そ の よ うなた ぐい の ギ リシ ア詩 の 典 型 で あ って 、 そ の 簡 潔透 明 な詩 的 言 語 を駆 使 した 詩 風 は 、 絶

望 的 な まで に 翻 訳 を も って は 再 現 しが た い もの で あ る。 この事 実 を、 サ ッフ ォー の詩 的 言 語 や ス タ

イ ル の特 質 を具 体 的 に 挙 げ て 、 明 らか にす る。 最 後 に、 「ア フ ロデ ィー テ ー祷 歌 」 の最 初 の部 分 の

phonictextureと 、 そ の部 分 の英 仏 伊 独 露 語 訳 を掲 げ て、 例 証 と した 。

付 わが国 におけ るサ ッフ ォー 上田敏 、 日夏取之介 、呉茂一 の

訳業 について

付論 として執筆された本章は、いわぽわが国におけるサッフォーの受容史であり、また翻訳史で

もあって比較文学的な内容を持つ。 ここでは我が国の読者にサッフォーを翻訳、紹介 した3人 の人

々すなわち上田敏、日夏取之介、呉茂一の訳業を検討 し、 レスボスの詩人が、おぼろげながらわが

国にもその姿を知られるに至った次第を追ってみた。

わが国の文学界に、詩人サ ヅフォーの名とその作品を初めて知 らしめたのは上田敏である。明治

29年弱冠23歳 の上田敏は 「サ ッフォーの歌集」を著 し、・かの レスボスの詩女神の姿 とその詩風 とを、

当時としてはきわめて正確に描き出した。その中にサ ッフォーの訳詩四篇が含まれてお り、これが

本邦におけるサ ッフォーの作品翻訳の蕎矢となった。 フォー トソの書を用いた敏の訳詩(祝 婚歌の

翻訳)は 、多 くは英訳に拠 っているが、敏の詩才と詩的洞察力の深さによって、サッフォーの詩の

美 しさに驚 くほどよく迫ってい為。 ことにもその文学的香気の高さによって名訳と呼ぶに足る出来

栄えとなっている。その後高踏派の詩人日夏敢之介も訳詩集r海 表集』において、英訳に基いたサ

ッフォーの訳詩十篇を発表 し、わが国の読者にかの レスボスの詩人を紹介する労をとった。 日夏の

奔放な訳詩は、こめ詩人の作としては興味深いが、原詩 との乖離があまりに大きく、サ ッフォーの

詩 とは呼びがたいものであった。 しかし日夏のような優れた詩人が、訳筆を振ってサ ッフォーの名

をわが国の読者に知らしめた意義は大きく、その功は認めねぽならない。

わが国の文学界にサ ッフォーの真価を知ら・しめたのは古典学者呉茂一である。わが国における西

洋古典学の大先達であ り、詩才ゆたかな学匠であるこの人物が、サッフォーの作品25篇 を訳出紹介

することによって、わが国の読者は初めてサ ッフォーの詩の世界の一端を窺 うことができるように

なったのである。 しかしその訳詩の数がわずか25篇 にとどまったのは惜 しむべきことであった。同

氏が 『ぎ りしあの詩人たち』においてサ ッフォーの詩の美を説いた功績も、また注 目すべきもので

ある。

上記の3人 を除 くと、わが国でサ ッフォーに言及した文学者はまことに少ない。わずかに詩人萩

原朔太郎が興味ある発言を しているのが眼を惹 く程度であ り、近年では詩人鷲巣繁男の注 目すべき

発言があるのみである。

遺憾ながら、サッフォーはわが国ではまだまだ知られざる詩人である。本論文は、その知 られざ

る詩人サッフォーの全体像を描こうとつとめた、本邦最初の試みであ り、同時に近年目覚ましい研
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究の成果が見られない欧米のサ ッフォー研究に対する、東洋の古典学徒のひとつの挑戦でもある。

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

プラ トソによって詩女神にも擬せられたサ ッフォーは、その希有の詩才によりすでに在世中から

神格化されていたが、それ以後 も、二千数百年におた り 「サッフォー伝説」に包まれてきた。それ

は、後世のわれわれにとっては、とりわけサ ッフォーの作品の90パ ーセソト以上が失われてしまっ

たことにもよる。この詩人の作品は、アレクサンドレイア時代に厳密な校訂を経て全九巻の作品集

として編纂されたのであるが、キ リス ト教支配下のビザンツ帝国において、恋愛をあつかったギ リ

シアの詩人たちの作品が大量に焼 き捨てられ、それとともにサ ッフォーρ作品も二度にわたる焚書

にあい、浬滅したのであった。

ヨーロッパにおけるサ ッフォーの詩の本格的な復元は、18世 紀前半の ドイツ古典文献学の研究に

始まる。それは、一方では、古代の詩人、作家、文法学者たちの引用 したサ ッフォーの詩句の零墨

を収集編纂することであ り、他方では、19世 紀の末にエジプトのオクシュリンコスで出土 したパピ

ルスに記 されていた断片を復元し解読することであった。その結果、現在では、学問的に極めて精

度の高いサ ッフォーのテキス トが次々に刊行されているが、当然のことながら、この種の研究は文

献学の枠内に自らを限定する。

これに対 して、サ ッフォーの伝記的研究および作品解釈は、古典学者ではない詩人、文人、学者

などによることが多 く、その結果、通俗的な書物やサッフォー訳詩集は ヨ「ロヅパ諸国で数多 く刊

行されたが、古典研究としては見るべきものが必ずしも多くはない。この方面の優れた研究は、20

世紀になって、特に第二次大戦後に現われ始めたような状況である。

このように、文献学的研究 と「文学」としてのサ ッフォーの享受とが乖離 している状況において、

文献学的研究に基づ く訳詩と、サ ッフ』オー伝説を含むこの詩人の伝記的記述、さらには作品論をも

収めたサ ッフォーに関する全体的な書物は、ヨーロッパにおいても殆 ど刊行されていない。本論文

の執筆者の意図するところは、このサ ッフォーの全体像を明らかにする点にある。言うまでもなく、

わが国においては、サ ッフォーに関 しで、これまで研究らしい研究はなに一つ存在 しなかった。す

なわち、明治時代に上田敏が英訳からの重訳によりrサ ッフォーの歌集』を著 し、昭和に入って、

日夏取之介が同 じく英訳に基づいてr海 表集』のうちにサッフォーの訳詩を十編収録 し、更に、呉

茂一が 『ギ リシア拝情詩選』のうちにギリシア語原典から28編を訳出収録 したのが、その殆どすべ

てであるdこ れらの翻訳は、一流の詩人、古典学者によるそれぞれに個性の香 り高い名訳であるが、

前二者については原典からの隔た りが大きく、後者については紹介の範囲が狭い憾みがあった。こ

のような状況において、本論文は、精密な文献学的研究に基づ く主要な断片の訳出と注釈、また、

サッフォーの生涯と作品に関する文学的研究の両面から、サッフォーの全貌を可能なかぎり明らか
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にしようとした労作であ り、世界的に見ても類書のあまりない特筆に値する業績であると言える。

本論文は大きく二部に分かたれるゐ第一部はサ ッフォーの詩の断片の翻訳 と注釈である。論者は、

翻訳にあた り、現在学問的に もっとも精度が高いとされ ているE.M.フ ォイク トの"SAPPHO

ETALCAEUS"を 底本とし、他に九種のテキス トを用いて比較校合をおこない、各テキス トの中

から論者がもっとも妥当と判断 した読みを採?て 訳出 している。その判断の根拠については、それ

ぞれの作品に関する論者独自の解釈をも含めて注釈の中で詳しい議論が展開されているが、この注

釈はまた、論者が近年の欧米のサ ッフォー研究にいかに精通し、その成果を吸収 しているか、をも

示 している。 フォイク トのテキス トには、全部で213の 断片が収録されているが、論者は、原テキ

ス ト(パ ピルス)の 破損がひどくて解読訳出が不可能なもの、単語程度の残存のため訳出しても無

意味なものを除き、113篇 を訳出 している。また、作品の配列は、多 くのテキス トが失われた九巻

本の想定され うる配列を復元'しようとするの とは異な り、サ ッフォー一の詩的世界の全体が浮かび上

がるように、テーマ別に、いわば文学的に配列されている。

ところで、本論文第十二章 「伝え得ぬもの」で実例に即 して詳 しく説かれているように、サ ッフ

ォーの詩を翻訳することは、いずれの言語をもって しても極めて困難である。一般に古代ギ リシア

の仔情詩は装飾を嫌い、圧縮された簡素な表現を好むため、華麗な形容語を用いたがる近代語の翻

訳によってその詩味を伝えることは極めて難 しいと言われている。 ことに、Lナッフォーの詩は簡素

の極みを尽 くした言語表現により名高いものであ り、更には、ギ リシア語の中でも気音の消去 とア

クセントの位置により特有の音楽美を宿すアイオ リス方言で書かれているため、その翻訳は不可能

事 とさえ言われてきた。このような事情を想い、また、ヨーロッパ語 とは違 って、ギ リシア語 とは

言語構造の全 く異なる日本語への翻訳とい う点を顧みるとき、論者の翻訳は驚 くべき成功を収めて

いる、 と言い うるであろう。欧米の翻訳は、一方では、英独仏のテキス トの対訳に多 く見 られるよ

うに、もっぱらギ リシア語テキス トの理解のために添えられた学問的な(す なわち、詩的完成度を

第一義におかない)翻 訳であるか、あるいは、自らの詩才を侍んでサッフォーの原詩に対 して自由

に創作的態度で臨むかのいずれかであった。 これに対 して、論者の翻訳は、出来るかぎり文献学的

に正確に原詩の意味の再現を狙いながら、同時に、,サッフォーの優美 さ、ポエジーを現わそ うと意

図している。サ ッフォーの原詩は、素朴な日常語の簡潔な配列から成 り立っているが、おそらくは

それに習 って、論者は擬古文を用いず韻律も使わずに、普通の日常的日本語でサ ッフォーの澄明か

つ優美な詩的言語の再現に努めたものと思われる。そ して、この翻訳は、正確に、サ ッフォーの歌

う女性的な美 と情熱の世界を伝えているのである。

本論文の第二部は、サ ッフォーの生涯と作品に関する研究である。その希有の詩才によ り、古代

においてすでに女神に擬せられていたサ ッフォーは、生前から20世紀にいたるまで、絶えず身辺に

伝説を生み出し続けてきた特異な存在であった。それ故、この詩人の伝記的側面を可能なかぎ り正

確に描 き出そうとすれぽ、諸説紛々たる伝説の中から虚像と実像を弁別 しなけれぽならない。その
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際 、判 定 の 根 拠 とな る究 極 の 資 料 と して は、 僅 か に残 存 す るサ ッフ ォー 自身 の 断片 が あ るの み で あ

り、 これ に 加 え て 、 古代 の作 家 た ちの 諸 作 品 に現 わ れ るTESTIMONIA(証 言)を も、す で に 伝

説 の影 響 を 受 け て い る証 言 もあ り うる とい う批 判 的考 慮 を 加 え な が ら、 用 い る こ とが で き る。 この

よ うな方 法 に よ り、論 者 は 第 一 章 か ら第十 二 章 まで、 詩 人 の 故 郷 レス ボ ス島 、 時代 的背 景 、 家 庭 的

環 境 、 サ ッフ ォー と少 女 た ち、 同 性 愛 問題 、悲 恋 伝 説 、 西 洋文 学 に おけ るサ ッフ ォー の影 響 、 な ど

の諸 問 題 に つ い て 、 多 くの空 想 的 な 諸伝 説 を覆 しつつ 、 客 観 的 に語 られ うる限 りの 内容 の復 元 に 努

め て い る。 そ の 中 で、 本 論 文 の 特 色 と も言 うべ き成 果 は、 以 下 の諸 点 に あ ろ うか と思わ れ る。

先 ず 第 一 は 、論 者 が サ ッフ ォー伝 説 の 中核 と も言 うべ ぎ悲 恋 伝説 を否 定 して い る点 で あ る。 こ の

伝 説 は、 サ ッフ ォーが フ ァオ ー ンな る美 青 年 に恋 して拒 絶 され 、 絶 望 して レウカ スの 巖 よ り身 を投

げ た、 とい うもの で あ り、・古 くは オ ウ ィデ ィウス に よ り、 近 くは ボ ー ドレー ル に よって も歌 わ れ て

い る もので あ るが 、論 者 は こ の伝 説 の元 とな った と思 われ る オ ウ ィデ ィウス の作 品 を 綿 密 に 分 析 し

て 、そ の世 界 が サ ッフ ォー の詩 の現 わ す 世 界 と全 く異 質 で あ る こ とを 明 らか に して、 この 伝 説 の文

学 的 虚 構 性 を 結 論 して い る。 少 な くと も、 サ ッフ ォーの 断片 自体 か らわ れ わ れ が感 じ と り うる限 り

に お い ては 、 この 詩 人 の激 しい恋 は 美 しい同 性 へ の恋 で あ り、 ア ル カ イ オス へ の冷 淡 な態 度 か ら も

窺 え る よ うに 決 して 異性 へ の思 慕 で は なか った と思 わ れ るか ら、論 者 の この 結論 は妥 当で あ る。

だ が 、 そ の よ うな事 情 で あれ ば、 これ ほ ど に激 し くも美 し く恋 を歌 い続 け た サ ッフ ォー の恋 とは

何 で あ っ た の か が 、 当 然 問 題 に な る 。 す な わ ち 、 レス ビ ア ニ ス ム の 問 題 で あ る。 こ の 問 題 は

SapPhofrage(サ ッ フ ォー問 題)と 呼 ぽ れ 、 研 究 者 の 間 で 様 々に論 じ られ て きた が 、.未だ に定 説 が

な い。 一 方 では 、 常 識 的 道徳 に 従 って サ ッ フ ォー の清 浄 さを 守 ろ うとす る人 々は 、 彼 女 は 少女 た ち

を集 め て一 種 の高 等 教 養 学 校 を 経 営 して い た の で あ り、 そ の恋 は 全 く精 神的 な も ので あ った 、 と解

釈 す る。あ るい は 、サ ッフ ォーは 、ア フ ロデ ィー テ ーを 斎 き祭 る一 種 の宗 教 的 集 団 の 女祭 司 で あ り、

彼 女 の周 囲 に群 れ 集 う少 女 た ち は そ の信 徒 で あ る、 とい う解 釈 もあ る。 もち ろ ん、 他 方 で は 、 サ ッ

フ ォー を正 真 正 銘 の い わ ゆ る同 性 愛 者 で あ った 、 とす る解 釈 もあ る。 この よ うな諸 説 を 批 判 的 に検

討 しなが ら、 論 者 が 下 した 結 論 は 、 サ ッフ ォー が広 い意 味 に お い て 同性 愛者 で あ った こ とは 疑 うべ

くもな い が 、 そ の 同性 愛 は い わ ゆ る性 愛 とい うよ りは 、詩 と歌 に よる美 しき もの の追 求 とい う絆 に

よ り結 び付 け られ た 、 詩 人 と少 女 た ち との 精 神 的 な 関 係 で あ った で あ ろ う、 とい うもの で あ る。 断

片 の翻 訳 か ら見 る と、 論 者 は 必 ず しも性 愛 的 関 係 を否 定 して は い な い よ うで あ るが 、 かれ らの結 び

つ きの本 質 的 な点 は精 神 的 な もの であ った とい う主 張 で あ り、 この結 論 は妥 当 で あ ろ う。 いず れ に

して も、 明確 な 断定 を下 す こ とが 本 質 的 に 不 可 能 な この 問 題 に お い て 、論 者 の洞 察 は充 分 に行 き届

い た もの で あ る。

こ うして 、論 者 の提 示 す る サ ッ フ ォー とは 、 エ ロース に 愚 か れ た存 在 で あ り、 恋 こ、そ が この詩 人

の 中心 的主 題 で あ る。 しか し、 そ の恋 は 同性 で あ る少 女 た ち へ の 恋 で あ り、 そ の世 界 は愛 の女 神 ア

フ ロデ ィー テ ーの 祭 りを 中心 に集 う典 雅 に して優 美 な女 人 の世 界 で あ った。 サ ッ フ ォーの 詩 は 激 し

い 恋 情 に 沸 き立 って い るが 、 そ こに示 され て い る よ うに、 恋 とは 彼 女 に と って激 情 で あ る と同 時 に
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苦悩 で もあ った 、 と論 者 は 言 って い る。恋 を そ の よ うな も の と して 体 験 す る この詩 人 は 、 ペ トラル

カの 言 うvoluptasdolendi(苦 ↑函の 悦 楽)を 歌 った の で あ る、 と言 う。 そ して 、彼 女 の作 品 は 、 恋

の 苦 悩 を 癒 すkatharsis(浄 化 作 用)を 求 め て 、 書 か れ た もの で あ ろ う、 と も言 う。 い ず れ に して

も、 この よ うな激 情 を 歌 っ て も なお 、 そ の詩 的世 界 は澄 明 で あ り、 優 美 で あ り、典 雅 で あ る とこ ろ

に 、 サ ッフ ォ ーが 希 有 の詩 人 で あ った 所 以 もあ る で あ ろ う。

そ の他 、 本論 文 には 、 西 洋 文 学 に お け るサ ッフ ォー伝 説 の受 容 を 追 跡 した 「文 学 の 中 に生 き るサ

ッフ ォー」 な る章 と、 わ が 国 に おけ るサ ッフ ォーの 翻 訳 を検 討 した 「わ が 国 に お け るサ ッ フ ォー」

な る付 論 が あ り、 いず れ も論 者 の該 博 な 比 較文 学 的 知識 を示 して い る。 た だ し、前 者 は そ の扱 う範

囲 が 英 、 独 、 仏 、 伊 、露 の諸 文 学 を 覆 う広 大 な 領域 に わ た る ため 、 多 少 調 査 の 行 き届 か な い点 も見

られ るが 、 これ は いず れ訂 正 され うる環 瑛 に す ぎ な い。

以 上 、 本 論 文 は 、詩 人 の 信存 す る ほぼ 全 作 品 の 翻 訳 と注釈 、更 に、 そ の生 涯 と詩 的世 界 の解 明 に

よ り、 サ ッフ ォー の全 体 像 を初 め て 明 らか に した 研 究 で あ る。 この労 作 が 、 どれ ほ どの文 献 学 的 学

殖 と長 年 月 にわ た る研 究 、 さ らに は詩 人 的 な 感 性 を も必 要 とす る貴 重 な成 果 で あ るか は 、わ が 国 に

お い て は も と よ り、 欧 米 諸 国 に お い て さえ 、 この種 の 書物 が殆 ど出現 して い な い一 事 を も って して

も、 明 らか で あ ろ う。

よ って 、本 論 文 の提 出者 は 、 文学 博 士 の学 位 を 受 け るに充 分 な資 格 を有 す る もの と認 定 す る。
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